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平成26年度当初予算の概要

（うち、震災･原子力災害対応分８,７０５億円）

環境回復

安心して住み、暮らす：4,574億円（除染・健康管理等）

2,455億円

生活再建支援

県内外の避難者支援、帰還
に向けた取り組み支援、帰
還後の生活再建支援、長期
避難者などの生活拠点の整
備、長期にわたり避難して
いる方への支援

1,443億円

県民の
心身の健康を守る

県民の健康の保持・増進、
地域医療などの再構築、最
先端医療提供体制の整備、
被災者などの心のケア

360億円

未来を担う
子ども・若者育成

316億円

農林水産業再生

ふるさとで働く：2,469億円（産業振興・雇用創出等）

安全・安心を提供する取り
組み、農業・森林林業・水
産業の再生、区域見直しに
伴う対応

646億円

中小企業等復興

県内中小企業などの振興、
企業誘致の促進、新たな時
代をリードする新産業の創
出、区域見直しに伴う対応

1,577億円

再生可能エネルギー
推進

再生可能エネルギーの導入
拡大、研究開発拠点との連
携、関連産業の誘致、県内
企業の参入・取引支援、再
生可能エネルギーの地産地
消の推進

72億円

医療関連産業集積

医療福祉機器産業の集積、
創薬拠点の整備

174億円

ふくしま・きずなづくり

まちをつくり、人とつながる：1,365億円（きずなづくり・復興まちづくり等）

県内外避難者やふくしまを
応援している人とのきずな
づくり、復興へ向けた取り
組みや情報の発信、避難し
ている方とのきずなの維持

51億円

ふくしまの観光交流

観光復興キャンペーンの実
施、教育旅行の再生など観
光と多様な交流の推進

14億円

津波被災地等
復興まちづくり

総合的な防災力向上、地域
防災計画などの見直し、防
災意識の高い人・地域づく
り、土地利用の再編や復興
のまちづくり計画策定およ
び実施

888億円

県土連携軸・交流
ネットワーク基盤強化

「浜通り軸」の早期復旧・
整備、生活支援道路の整備、
道路ネットワーク構築、物
流・観光の復興を支える基
盤の整備、JR常磐線・只見
線の早期復旧、広域的な連
携・連絡体制の構築

412億円

除染の推進、食品の安全確
保、廃棄物などの処理、環
境回復の研究機能などを備
えた拠点の整備

日本一安心して子どもを生
み、育てやすい環境づくり、
生き抜く力を育む人づくり、
ふくしまの将来の産業を担
う人づくり

平成26年度当初予算

（再掲事業を含む）

人口減少・高齢化対策 1,423億円
人口減少・高齢化の影響の軽減、
人口の県外流出の抑制、
出生数の回復等の取組みなど

平成26年度当初予算は、県政史上最大規模となった平成２５年度とほぼ同水準の予算を編成いた
しました。復興公営住宅を始め、医療機器の安全性評価や除染技術の研究拠点施設の整備など、
新しい福島の輪郭を形作り、復興の流れを大きく、より確かなものにしていきます。
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福島県復興シンボルキャラクター

「ふくしまから はじめよう。キビタン」

福島県 企画調整部 復興･総合計画課
〒960-8670 福島市杉妻町２番１６号 Tel 024-521-7109
E-mail sougoukeikaku@pref.fukushima.lg.jp

詳しくは、ホームページをご覧下さい。

＜参考＞社会基盤等の復旧・整備状況

福島県 復興のあゆみ 検索

お問い合わせ先

復旧・復興の状況/被害状況 備　　考

＊　避難指示区域の状況は平成26年4月1日現在の状況である。

【完了】

100.0% 着工延長17㎞/総整備延長17㎞（県内延長）

項目 進捗率

道

路

・

海

岸

・

鉄

道

等

公共土木施設等災害

復旧

【着工】 84.5%

【完了】 6.0%

海岸防災林の再生・

復旧

【着工】

防災緑地の整備状況

常磐自動車道整備状

況

【着工】

海岸施設(堤防等)の

復旧

71.4%

【着工】

工事着手1,760か所/海岸、道路、港湾、漁港等施設の災害復旧を要す

る箇所2,083か所（警戒区域等を除く）（H26.4.1現在）
二次災害の防止等、必要な応急対策を実施

【完了】 63.6% 工事完了1,325か所/海岸、道路、港湾、漁港等施設の災害復旧を要す

る箇所2,083か所（警戒区域等を除く）（H26.4.1現在）

71.4% 海岸施設(堤防等)復旧着手地区60地区/被災海岸84地区

（査定継続実施中）(H26.3月末現在）
二次災害の防止等、必要な応急対策を実施

海岸施設(堤防等)復旧完了地区5地区/被災海岸84地区

（査定継続実施中）(H26.3月末現在）

【完了】 0.0% 工事が完了した地区0地区/計画決定防災林7地区

（H26.3月末現在）

南相馬市小高区、浪江町、富岡町、楢葉町については、

現在、復興まちづくり計画内容を検討中。その他の町に

ついては、現在のところ未定。【完了】 0.0% 工事完了地区数0地区/工事予定地区数10地区

【着工】 90.0% 工事着手地区数9地区/工事予定地区数10地区

（H26.3月末現在）

工事に着工した地区5地区/計画決定防災林7地区

（H26.3月末現在） 富岡町については、現在、復興整備計画で内容を検討

中。その他については、現在のところ未定。

着工延長128㎞/総整備延長128㎞（県内延長）
・避難指示区域内区間約42㎞

・開通目標

　浪江IC～南相馬IC、相馬IC～山元IC:平成26年内

　常磐富岡IC～浪江IC:平成27年ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ前まで
64.1% 開通延長82㎞/総整備延長128㎞（県内延長）

100.0%

・全線供用開始→平成29年度目標
【完了】 0.0% 開通延長 0㎞/総整備延長17㎞（県内延長）

東北中央自動車道

（相馬～福島間）
※国道115号相馬福島道路

【着工】 75.6% 着工延長34㎞/総整備延長45㎞
・開通目標

　（仮）相馬西IC～（仮）阿武隈東IC：平成28年度

　（仮）阿武隈東IC～（仮）霊山IC：平成29年度

　相馬IC～（仮）相馬西IC：平成30年度
【完了】 0.0% 開通延長 0㎞/総整備延長45㎞

東北中央自動車道

（福島～米沢間）

【着工】

【完了】 22.8% 造成工事が完了した地区数13地区／集団移転促進事業計画について国土交通

大臣の同意を得た地区数57地区（H26.2.28現在）

JR常磐線運行再開状況
52.3%

県内運転再開距離69.3㎞／運休距離132.6㎞

・帰還困難区域内運休距離20.8㎞

・相馬以北の運行再開時期、平成29年春頃

・広野・竜田駅間は平成26年春の楢葉町の帰町判断に

合わせて運転再開予定

JR只見線運行再開状況
70.9%

県内運転再開距離67.4㎞／運休距離95㎞ 　

集

団

移

転

復興まちづくり（防災

集団移転）

【着工】 66.7% 造成工事に着手した地区数38地区／集団移転促進事業計画について国土交通

大臣の同意を得た地区数57地区（H26.2.28現在）

社会福祉施設（高齢者施設・

保護施設の再開状況）

68.6% 再開施設24施設（仮設施設等で再開した9施設含む）/震

災後休止した施設35施設

避難指示区域内市町村の施設で別の場所で再開した施設数

・帰還困難区域 4施設

・避難指示解除準備区域内 3施設

・居住制限区域 2施設

　　・帰還困難区域（南相馬市一部、大熊町一部、、富岡町一部、浪江町一部、双葉町一部、飯舘村一部、葛尾村一部）

　　・居住制限区域（南相馬市一部、川内村一部、大熊町一部、葛尾村一部、富岡町一部、浪江町一部、飯舘村一部、川俣町一部）

　　・避難指示解除準備区域（南相馬市一部、川俣町一部、楢葉町一部、大熊町一部、富岡町一部、浪江町一部、双葉町一部、川内村一部、飯舘村一部、葛尾村一部）

児童福祉施設（認可保育所

の再開状況）

56.0% 再開施設14施設（別の場所で再開した5施設含む）/震災

後休止した施設25施設

避難指示区域内市町村の施設で別の場所で再開した施設数

・帰還困難区域 1施設

・避難指示解除準備区域内 1施設

・居住制限区域 2施設

学

校
県立学校の復旧状況

94.6%
完了数923件／被災施設数976件（94校）（H26.2.18現在） サテライト校として再開した県立学校 8校

医

療

・

福

祉

施

設

病院（休止病院の再開状況）
14.3%

再開した病院　1施設/休止している病院　6施設
・帰還困難区域内の病院 3施設

・避難指示解除準備区域内の病院 3施設

・居住制限区域の病院 1施設
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